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	大 項 目
	【その他】

	小 項 目
	個人情報（不審電話）

	タイトル
	あやしいでんわにちゅうい

	主な対象
	小学校低学年（１～３年）

	ね ら い
	名前、住所、電話番号等の個人情報を自分だけでの判断で、他人に伝えてはいけないことを知らせる。

	作成の意図
	最近、学校の教員やＰＴＡ役員を名乗る等の不正な手法を用いて、電話番号を聞き出そうとする不審電話が多い。応対した児童の中には、学校で指導されているにもかかわらず、相手からの巧妙な問いかけに、思わず教えてしまう場合もある。
そこで、このコンテンツを利用して、住所、名前、電話番号等の個人情報が漏れてしまうと、どのようなことになるか児童に知らせ、個人情報を安易に教えてはいけないことを指導したい。

	指導内容
	・住所、名前、電話番号等の個人情報は、安易に人に教えてはいけないこと。

・個人情報が漏れた場合には、いろいろな勧誘の電話が掛かってきたり、ダイレクトメールが送られてきたりするようになるかもしれないこと。
・個人情報を聞き出そうとするような不審電話が掛かってきたときには、「分かりません」か「学校に聞いてください」と言って電話を切り、必ず家の人に伝えること。

	展　　開
	(1) 留守番中に掛かってきた知らない人からの電話に出た場面の絵１を見せ、会話を再現する。
(2) 相手が友だちの電話番号を知りたがっていることを知らせ、「この人はとっても困っていますが、電話番号を教えてもよいでしょうか」と、児童に問いかける。
(3) 学校の教員を名乗る人から電話が掛かってきた場面の絵２を見せ、「この先生はとっても困っています。先生に電話番号を教えてあげてもよいですか」と、児童に問いかける。
(4) 児童の意見を聞いた後、絵３を見せ、親切のつもりで友だちの個人情報を教えてしまうと、その情報が広まり、友だちに勧誘の電話が頻繁に掛かってきたり、ダイレクトメールが大量に送られてきたりするようになるかもしれないことを分かりやすく説明する。

（絵１の「とってもこまっているんです」という相手の言葉に迷う児童がいれば、その親切心は認める。）
(5) 学校の教員やＰＴＡ役員が、このように個人情報を尋ねる電話をかけることはないということを伝える。

(6) １人で留守番しているときにかかってきた電話には「分かりません」か「学校に聞いてください」と言って切り、必ず家の人に伝えるように指導する。
　　（絵４を提示）　
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